
受

賞

研

究

テ

ー

マ

｢H
edgehog

遺
伝
子
の
発
見

と
そ
の
機
能
解
明
お
よ
び
医

学
的
応
用｣

ヒ
ト
な
ど
の
多
細
胞
生
物

は
一
個
の
受
精
卵
と
し
て
誕

進
的
な
成
果
を
挙
げ
て
お

り
、
博
士
の
業
績
は
極
め
て

広
範
な
領
域
の
細
胞
生
物
学

・
医
学
研
究
に
影
響
を
与
え

て
お
り
ま
す
。

関
す
る
先
駆
的
研
究
で
世
界

を
席
巻
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
細
胞
性
免
疫
に
お
け
る
自

己
・
非
自
己
識
別
に
関
与
す

る
免
疫
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の

発
見
や
、
胸
腺
で
の
Ｔ
細
胞

分
化
に
関
与
す
る
胸
腺
プ
ロ

テ
ア
ソ
ー
ム
の
発
見
は
、
分

子
免
疫
学
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー

ム
と
並
ぶ
細
胞
内
蛋
白
質
分

解
機
構
で
あ
る
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
の
研
究
に
お
い
て
も
先

報
学
部
教
授)

、
豊
島
久
真

男(

独
立
行
政
法
人
理
化
学

研
究
所
研
究
顧
問)

、
垣
生

園
子(

順
天
堂
大
学
医
学
部

客
員
教
授)

、
日
比
紀
文

(

医
学
部
教
授)

、
御
子
柴
克

彦(

独
立
行
政
法
人
理
化
学

研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
発
生
神
経
生
物
研
究

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー)

、
吉
村

昭
彦(

医
学
部
教
授)

】

た
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
関

係
さ
れ
て
き
た
多
く
の
方
々

に
、
本
誌
上
を
お
借
り
し
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。加
え
て
、当
セ
ン
タ

ー
と
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

皆
様
方
の
今
後
の
ご
活
躍
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
が
こ

れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て
き
た

業
績
、
社
会
的
貢
献
は
計
り

知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
時
代
の
変
化
と
共

に
、
前
述
の
よ
う
な
経
緯
で

９
月
末
を
も
っ
て
慶
應
義
塾

は
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
撤
退
い

セ
ン
タ
ー
を
存
続
さ
せ
る
べ

き
か
否
か
の
検
討
を
行
う
た

め
の
委
員
会(

委
員
長
：
戸

山)

を
立
ち
上
げ
て
慎
重
に

協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
当
セ
ン
タ

ー
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
く
、
地
方
に
お
け
る
大
学

附
属
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
病
院
の
役
割
も
終
焉
に

来
て
い
る
と
の
判
断
に
至
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
の

慶
應
リ
ハ
ビ
リ
の
あ
り
方
、

将
来
を
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
前
提
に
、
慶
應

義
塾
は
平
成
24
年
３
月
末
を

も
っ
て
当
セ
ン
タ
ー
の
閉
院

を
決
定
致
し
ま
し
た
。
本
議

題
が
昨
年
９
月
の
塾
理
事

会
、
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
慶
應

義
塾
と
し
て
現
地
教
職
員
の

皆
さ
ん
や
患
者
さ
ん
、
地
域

の
方
々
へ
の
影
響
を
出
来
る

限
り
少
な
く
す
る
方
法
で
円

滑
に
撤
退
す
る
こ
と
が
、
慶

應
義
塾
が
果
た
す
べ
き
社
会

的
責
任
と
考
え
、
誠
心
誠
意

努
力
し
、
対
応
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
以

し
、
そ
の
機
能
を
シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
エ
や
哺
乳
動
物
を

用
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
博
士
は
、

H
edgehog

分
子
が
正
し
く

機
能
す
る
た
め
に
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
に
よ
る
修
飾
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
見

出
し
、H

edgehog

分
子
の

重
要
な
生
化
学
的
性
質
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、Beachy

博
士
に
よ
るH

edgehog

遺

伝
子
の
発
見
は
、
発
生
・
分

化
研
究
に
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

を
も
た
ら
し
、
そ
の
分
子
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
を
大
い

に
進
め
ま
し
た
。
近
年
は
、

が
ん
細
胞
の
増
殖
に
お
い

てH
edgehog

シ

グ

ナ

ル

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、
さ

ら
に
、
こ
の
シ
グ
ナ
ル
が

cyclopam
ine

と
い
う
植
物

由
来
の
天
然
化
合
物
に
よ
っ

て
特
異
的
に
阻
害
さ
れ
る
こ

と
を
発
見
し
て
い
ま
す
。
こ

の
発
見
に
よ
り
難
治
性
の
脳

腫
瘍
で
あ
る
髄
芽
細
胞
腫
や

皮
膚
の
基
底
細
胞
が
ん
の
治

療
薬
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。

伊
豆
の
修
善
寺
に
あ
る
月

が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
閉
院
に
つ
い
て

ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
沿
革
は
、
先

ず
、
昭
和
16
年
に
塾
員
の
福

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域

に
お
い
て
医
学
を
中
心
と

し
た
諸
科
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
顕
著
、
か
つ
創
造
的

な
研
究
業
績
を
あ
げ
た
研
究

者
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
１

９
９
６
年
よ
り
27
名
の
研
究

受
賞
研
究
テ
ー
マ｢

蛋
白
質

分
解
酵
素
複
合
体
プ
ロ
テ
ア

ソ
ー
ム
の
発
見
と
作
動
機
構

の
解
明｣

生
命
現
象
を
支
え
る
中
心

的
機
能
性
分
子
で
あ
る
蛋
白

質
は
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
定
め
ら

れ
た
秩
序
に
従
っ
て
細
胞
内

で
合
成
さ
れ
、
一
定
時
間
の

島
信
行
、
そ
し
て
小
嶋
兼
太

郎
両
氏
か
ら
静
岡
県
田
方
郡

狩
野
村
狩
野
川
中
州
と
そ
の

周
辺
地

(

１
万
１
２
６
６

㎡)

が
寄
贈
さ
れ
、
当
地
に

医
学
部
附
属
月
が
瀬
温
泉
治

者
に
対
し
授
与
し
て
い
ま

す
。第

16
回
目
を
迎
え
た
本
年

の
慶
應
医
学
賞
受
賞
者
は
田

中
啓
二
博
士(
財
団
法
人
東

京
都
医
学
総
合
研
究
所
所

長)

、Philip
A
.
Beachy

博

士(

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

療
学
研
究
所
が
開
設
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
研
究
所
は
昭
和
33

年
の
狩
野
川
台
風
で
全
施
設

が
流
出
し
、
そ
の
後
新
た
に

静
岡
県
か
ら
代
替
地
と
し
て

現
在
の
場
所

(

８
４
５
５

教
授
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ヒ
ュ
ー

ズ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
研
究
員)

の

２
名
に
決
定
し
、
慶
應
医
学

賞
審
査
委
員
会
は
左
記
の
と

お
り
授
賞
理
由
を
発
表
致
し

ま
し
た
。

後
に
速
や
か
に
分
解
さ
れ
ま

す
。
従
来
の
蛋
白
研
究
の
主

力
は
専
ら
、
そ
の
合
成
系
で

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

合
成
・
分
解
の
い
ず
れ
が
破

綻
し
て
も
生
命
現
象
に
は
重

大
な
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

田
中
啓
二
博
士
は
、
蛋
白

質
分
解
機
構
の
重
要
性
に
い

ち
早
く
注
目
し
、
細
胞
内
の

不
要
な
蛋
白
質
を
選
択
的
に

分
解
す
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
依
存
性
の

蛋
白
質
分
解
酵
素
を
発
見

し
、
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
と
命

名
し
、
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の

構
造
・
機
能
・
病
態
生
理
に

㎡)

が
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
日
本
損
害
保
険
協
会

よ
り
セ
ン
タ
ー
建
設
資
金
の

支
援
を
受
け
、
昭
和
52
年
に

現
在
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
設
立
後
は
日
本
の
リ

第
16
回
慶
應
医
学
賞
審
査
委

員
【
岡
野
栄
之(

委
員
長
、

医
学
部
教
授)

、
浅
島
誠

(

産
業
技
術
研
究
所
フ
ェ
ロ

ー
兼
セ
ン
タ
ー
長)

、
阿
部

薫(

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
名

誉
総
長)

、
井
村
裕
夫(

財

団
法
人
先
端
医
療
振
興
財
団

理
事
長)

、
金
澤
一
郎(

国

際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教

授)

、
河
上
裕(

医
学
部
教

授)

、
須
田
年
生(

医
学
部

教
授)

、
冨
田
勝(

環
境
情

生
し
、
細
胞
分
裂
・
分
化
、

形
態
形
成
な
ど
様
々
な
過
程

を
経
て
、
複
雑
な
体
制
を
も

つ
個
体
へ
と
発
生
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
秩
序
あ
る

身
体
が
形
成
さ
れ
る
の
か
と

い
う
発
生
・
分
化
の
分
子
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
、
多
く
の
生
命

科
学
者
を
と
ら
え
た
大
き
な

命
題
で
し
た
。

Beachy

博
士
は
、
そ
の

発
生
・
分
化
の
過
程
で
特

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

H
edgehog

遺
伝
子
を
同
定

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の

メ
ッ
カ
と
し
て
、
ま
た
医
療

で
は
脳
血
管
障
害
や
運
動
器

障
害
後
の
リ
ハ
ビ
リ
治
療
、

更
に
は
学
生
教
育
か
ら
最
先

端
の
基
礎
・
臨
床
研
究
を
推

し
進
め
、
加
え
て
、
地
域
医

療
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

初
代
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

に
は
慶
大
整
形
外
科
か
ら
斉

藤
正
也
氏(

専
４)

が
就
任

し
、そ
の
後
、平
成
５
年
よ
り

２
代
目
と
し
て
同
じ
く
整
形

外
科
よ
り
岩
田
清
二
氏(

41

回)

が
、ま
た
平
成
14
年
か
ら

は
３
代
目
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
木
村
彰
男

氏(

53
回)

が
セ
ン
タ
ー
長

・
教
授
に
就
任
し
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
存
知

の
よ
う
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の

診
療
は
主
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
と
整
形
外
科
が
中

心
と
な
り
、
こ
れ
に
一
部
内

科
が
加
わ
っ
て
運
営
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
病
床
数
は

一
般
病
床
１
５
９
床(

内
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
１
０
２
床)

で
、
今
年
４

月
時
に
は
常
勤
医
師
９
名
、

非
常
勤
医
師
５
名
、
臨
時
職

員
を
加
え
た
総
職
員
数
は
１

４
０
名
で
し
た
。
当
セ
ン
タ

ー
で
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
温
泉

プ
ー
ル
を
含
め
た
複
数
の
リ

ハ
ビ
リ
訓
練
室
に
お
い
て
、

脳
卒
中
や
脊
髄
損
傷
、
頭
部

外
傷
・
骨
折
後
な
ど
の
回
復

期
リ
ハ
を
中
心
に
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

９
年
に
開
設
20
周
年
記
念
式

典
を
、
平
成
19
年
に
は
30
周

年
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
特
に
こ

こ
10
年
、
医
学
の
進
歩
に
よ

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

学
・
医
療
の
変
化
、
慶
應
大

学
病
院
の
後
方
病
院
と
し
て

の
役
割
低
下
、
患
者
ニ
ー
ズ

の
変
化
、
診
療
圏
の
過
疎

化
、
外
来
・
入
院
患
者
の
減

少
、
経
営
状
況
の
悪
化
、
医

師
派
遣
・
確
保
の
問
題
、
遠

隔
地
と
い
う
地
域
性
・
利
便

性
の
問
題
、
教
育
・
研
究
の

場
と
し
て
の
役
割
低
下
、
そ

し
て
施
設
の
老
朽
化
な
ど
が

現
実
化
し
、
現
状
の
ま
ま
当

筆
者
は
４
月
14
日
に
石
巻

市
を
訪
問
・
視
察
す
る
機
会

を
得
た
の
で
、
そ
の
教
訓
を

概
述
す
る
。
こ
の
た
び
の
災

害
は
地
震
に
続
き
大
津
波
が

襲
来
し
た
た
め
、
死
亡
・
行

方
不
明
の
大
部
は
こ
の
津
波

に
よ
る
二
次
災
害
で
あ
る
点

に
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

随
っ
て
、
被
災
直
後
の
生
存

者
は
少
な
く
と
も
津
波
か
ら

逃
れ
る
だ
け
の
体
力
が
あ

り
、
救
急
医
療
の
対
象
と
な

る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ

る
。仙

台
市
内
か
ら
石
巻
ま
で

の
自
動
車
専
用
道
路
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
思
し
き
多
数

の
車
両
の
た
め
大
渋
滞
で
、

肝
心
の
自
衛
隊
の
輸
送
車
両

は
そ
の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

前
、
伊
勢
慶
應
病
院
を
引
き

継
い
で
頂
い
た
医
療
法
人
全

心
会
理
事
長
の
切
東
喜
久
夫

氏(
60
回)

が
、
当
セ
ン
タ
ー

も
職
員
を
含
め
て
承
継
頂
く

こ
と
で
塾
と
合
意
に
至
り
ま

し
た(

平
成
23
年
５
月
27
日

：
病
院
承
継
に
関
す
る
基
本

合
意
書
調
印
、
同
９
月
14
日

：
病
院
施
設
の
譲
渡
・
承
継

等
に
関
す
る
契
約
書
調
印)

。

静
岡
県
や
伊
豆
市
、
地
元
医

師
会
、
日
本
損
害
保
険
協

会
、
そ
の
他
、
多
く
の
関
係

部
署
、
関
係
者
に
閉
院
と
承

継
に
関
し
て
の
ご
了
解
を
頂

き
、
そ
し
て
、
今
ま
で
当
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
精
一
杯
努

力
さ
れ
て
き
た
教
職
員
の
方

々
に
も
現
地
に
て
複
数
回
の

説
明
会
を
開
催
し
ご
納
得
頂

き
ま
し
た
。特
に
、現
地
に
て

ご
尽
力
頂
い
た
教
職
員
の
皆

様
方
か
ら
は
、
当
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
熱
い
思
い
が
強
く

伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
開
設
以
来
、
現

在
に
至
る
ま
で
診
療
や
運
営

等
に
多
大
な
る
ご
尽
力
、
ご

て
立
ち
往
生
し
て
い
た
。
被

災
さ
れ
た
川
村
尚
道
先
生

(

49
回)

を
訪
い
、
次
い
で

市
立
病
院
病
院
長
と
の
面
談

に
赴
き
医
療
協
力
の
申
し
出

を
行
な
っ
た
。
院
長
の
言
に

よ
れ
ば
被
災
直
後
に
、
僅
少

の
救
急
患
者
を
巡
っ
て
東
北

大
学
、
日
赤
な
ど
３
チ
ー
ム

が
同
時
に
現
地
に
入
っ
た
た

め
、
む
し
ろ
混
乱
を
招
い
た

だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現

在
も
救
急
医
療
に
対
す
る
要

請
は
皆
無
で
、
恰
も
有
難
迷

惑
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
口
吻

で
あ
っ
た
。

拱
手
傍
観
す
る
に
忍
び

ず
、
何
と
し
て
も
現
地
で
被

災
者
を
支
援
し
た
い
と
駆
り

立
て
た
力
は
日
本
人
の｢

善

き
特
性｣

で
あ
ろ
う
。
同
時

に
、
現
地
の
情
況
を
事
前
に

協
力
を
頂
い
た
現
地
関
係
者

の
皆
様
方
に
は
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
経

過
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
閉

院
と
承
継
時
期
も
、
当
初
予

定
し
て
い
た
時
期
よ
り
半
年

早
く
、
今
年
10
月
１
日
か
ら

と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
病

院
は｢

伊
豆
慶
友
病
院(

仮

称)｣
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト

致
し
ま
す
。
こ
の
新
病
院

は
、
従
来
の
月
が
瀬
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と

は
診
療
内
容
や
運
営
方
法
が

異
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
に
よ
り
、
静
岡
県

や
伊
豆
市
、
地
元
の
方
々
へ

の
医
療
貢
献
と
共
に
、
現
地

職
員
の
方
々
の
雇
用
も
何
と

か
継
続
し
て
頂
け
る
形
と
な

り
、
本
当
に
有
り
難
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
月

が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
開
設
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
多
く
の
方
々

の
ご
尽
力
に
よ
り
当
セ
ン
タ

ー
は
立
派
に
運
営
さ
れ
て
き

収
集･

分
析
す
る
こ
と
な
く
、

た
だ
闇
雲
に
突
撃
す
る
の
は

旧
陸
海
軍
に
共
通
す
る｢

悪

し
き
特
性｣

で
あ
っ
た
。
こ

の
た
び
の
災
害
時
医
療
チ
ー

ム
派
遣
も
、
は
じ
め
に
派
遣

あ
り
き
で
派
遣
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
生
情
報
だ
け

を
収
集
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
随
っ
て
、
医
療
チ
ー
ム

派
遣
は
必
ず
し
も
現
地
の
ニ

ー
ズ
と
は
合
わ
ず
、
折
角
の

善
意
が
空
振
り
に
終
わ
っ
た

例
が
少
な
く
な
い
。
数
多
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
様
、
は

じ
め
に
参
加
あ
り
き
で
善
意

か
ら
押
し
寄
せ
た
彼
ら
の
行

動
が
、
結
果
と
し
て
幹
線
道

路
を
連
日
渋
滞
さ
せ
、
果
た

し
て
ど
れ
ほ
ど
役
に
立
っ
た

も
の
か
疑
わ
し
い
一
面
も
あ

る
。
古
言
に
曰
く｢

悪
し
き

結
果
に
終
わ
っ
た
こ
と
の
多

く
は
、
そ
も
そ
も
は
、
善
き

動
機
か
ら
発
し
て
い
た
の
で

あ
る｣

(

ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ

サ
ル)

と
。
我
が
国
で
は
と

か
く
協
力
行
為
の
動
機
と
な

る
善
意
が
重
視
さ
れ
、
結
果

に
対
す
る
責
任
が
問
わ
れ
る

こ
と
は
稀
で
あ
る
。
一
般
に

情
報
と
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
と
同
義
で
、
単
に
集
め

て
き
た
だ
け
の
生
情
報
や
デ

ー
タ
で
あ
り
そ
れ
自
体
に

は
価
値
は
な
い
。
こ
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
抽
出

さ
れ
た
有
益
な
情
報
を
分

析
・
加
工
し
て
行
動
・
意
思

決
定
に
活
用
で
き
る
付
加

こ
の
た
び
篠
崎
英
夫
君

(

48
回)

が
財
団
法
人
日
本

公
衆
衛
生
協
会
理
事
長
に
就

任
し
た
。

価
値
を
持
つ
情
報
、
つ
ま
り

actionable
inform

ation

こ

そ
が

｢

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス｣

と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
旧
陸
海
軍
作
戦
部
に
と

っ
て｢

情
報｣

と
は
単
に
収

集
し
た
生
情
報
の
こ
と
で
、

そ
の
中
か
ら
作
戦
立
案
に
必

要
な
デ
ー
タ
を
随
時
選
択
す

れ
ば
事
足
り
る
と
判
断
し
て

い
た
と
い
う

(

小
谷

賢

｢

日
本
軍
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス｣)

。
約
言
す
れ
ば
、
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
基
礎
に

作
戦
立
案
す
る
の
で
は
な

く
、
は
じ
め
に
作
戦
あ
り
き

で
情
報
は
あ
く
ま
で
も
作
戦

目
的
に
適
う
も
の
だ
け
を
抽

出
・
利
用
し
て
い
た
に
過
ぎ

な
い
。
先
の
大
戦
を
回
顧
し

て
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を

組
織
的
・
戦
略
的
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
致
命
的
欠
陥
で
あ
り
、

｢

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
軽

視｣

こ
そ
が
敗
戦
の
主
因
に

挙
げ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
大
災
害
に
際
し

て
も
、
情
報
要
求
に
よ
り
収

集
・
分
析
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
を
基
礎
に
初
動
政

策
が
企
画
・
立
案
さ
れ
て
い

れ
ば
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ら

び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

は
最
も
効
果
的
な
条
件
の
下

で
実
施
さ
れ
た
に
違
い
あ
る

ま
い
。

今
回
の
体
験
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
最
大
の
教
訓
は
、
今

も
変
わ
ら
ぬ
日
本
人
の
宿

痾
と
言
う
べ
き｢

イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
の
軽
視｣

で
あ

る
。

こ
の
日
本
公
衆
衛
生
協
会

は
、
明
治
16
年
に
大
日
本
私

立
衛
生
会
と
し
て
設
立
さ
れ

て
以
来
、
大
正
・
昭
和
と
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
、
そ
の

名
称
は
変
わ
っ
た
が
１
２
０

年
以
上
の
年
月
を
経
て
発
展

し
て
き
た
財
団
法
人
で
あ

る
。
明
治
時
代
に
は
後
藤
新

平
、
長
与
専
斎
、
北
里
柴
三

郎
氏
等
の
著
名
人
が
名
を
連

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
・

病
院
は
以
前
か
ら
東
洋
医
学

の
普
及
に
力
を
注
い
で
お

り
、
医
学
部
漢
方
医
学
セ
ン

タ
ー
講
座
が
設
立
さ
れ
、
同

診
療
部
に
よ
り
漢
方
外
来
が

運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
鍼
灸
治
療
は
こ
れ
ま
で

幾
度
か
開
設
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
案
は
あ
が
っ
た
も
の
の
所

属
や
人
材
な
ど
の
面
で
実
現

に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
た
び
内
科

(

神
経
内

科)

に
お
い
て
片
頭
痛
、
緊

張
型
頭
痛
、
群
発
頭
痛
お
よ

び
末
梢
神
経
障
害
に
と
も
な

う
疼
痛
な
ど
の
慢
性
疼
痛
を

伴
う
神
経
疾
患
患
者
を
対
象

に
、｢

神
経
疼
痛
疾
患
は
り

治
療
外
来｣

が
開
設
さ
れ

た
。本

外
来
は
毎
週
木
曜
日
午

後
に
専
門
外
来
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
。
施
術
者
は
内
科

学
教
室(

神
経
内
科)

所
属

の
鳥
海
春
樹
特
任
助
教
。
す

で
に
臨
床
の
場
で
は
、
鍼
灸

師
と
し
て
10
年
の
経
験
を
有

す
る
。
鳥
海
助
教
は
、
東
京

理
科
大
学
を
卒
業
後
、
は
り

ね
る
な
ど
、
日
本
の
公
衆
衛

生
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

篠
崎
君
は
こ
の
由
緒
あ
る

財
団
法
人
の
理
事
長
に
就

任
、
こ
れ
は
石
橋
卯
吉
君

(

７
回
故
人)

に
続
き
、
社

中
か
ら
の
２
人
目
の
理
事
長

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
厚
生
労
働
行

政
に
お
け
る
豊
富
な
経
験
で

培
っ
た
、
卓
越
し
た
見
識
を

活
か
し
、
必
ず
や
当
協
会
の

さ
ら
な
る
発
展
ひ
い
て
は
国

民
の
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
る
こ
と
を
確
信
す
る
も
の

で
あ
る
。

師
国
家
試
験
に
合
格
、
鍼
灸

院
を
開
業
、
多
く
の
患
者
の

疼
痛
緩
和
に
貢
献
し
て
き
た

が
、
平
成
18
年
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
士

課
程
に
入
学
し
、
内
科
学

(

神
経)

に
お
い
て
片
頭
痛

な
ど
慢
性
疼
痛
性
疾
患
の
研

究
に
従
事
し
て
修
士
課
程
修

了
。
そ
の
後
、
同
博
士
課
程

に
進
学
し
、
は
り
治
療
と
神

経
障
害
性
疼
痛
の
関
係
の
研

究
に
従
事
し
、
平
成
23
年
３

月
に
慶
應
義
塾
大
学
よ
り
医

学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ま
で
永
い
歴
史
を
有

す
る
も
の
の
明
確
な
機
序
が

不
明
で
あ
っ
た
は
り
治
療
の

疼
痛
改
善
効
果
を
西
洋
医
学

と
の
接
点
か
ら
解
明
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
神
経
内
科
頭

痛
外
来
と
協
力
し
て
疼
痛
改

善
治
療
に
あ
た
る
こ
と
に
各

方
面
か
ら
強
い
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
患
者
は
、
神

経
内
科
外
来
を
経
て
予
約
さ

れ
る
。
な
お
、
は
り
治
療
は

保
険
診
療
が
適
応
さ
れ
な
い

の
で
、
す
べ
て
自
費
診
療
と

な
る
。

(

内
科(

神
経)

教
授

鈴
木
則
宏

56
回)

昨
年
の
夏
、
初
め
て
お
遍

路
へ
行
っ
た
。
お
遍
路
は
弘

法
大
師
す
な
わ
ち
、
お
大
師

様
ゆ
か
り
の
88
寺
を
回
る
１

２
０
０
㎞
の
巡
礼
の
路
で
あ

る
。
お
遍
路
に
行
く
こ
と
を

｢

お
大
師
様
に
呼
ば
れ
る｣

と
い
う
の
は
そ
の
た
め
で
あ

る
。
平
安
以
前
、
四
国
は
辺

地
と
呼
ば
れ
、
修
験
道
の
行

場
で
あ
っ
た
。
讃
岐
出
身
の

弘
法
大
師
も
若
い
頃
、
四
国

で
様
々
な
修
行
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
弘
法
大
師
を
慕
っ

た
修
行
僧
、
修
験
者
が
回
っ

た
路
が
お
遍
路
の
原
型
と
言

わ
れ
て
い
る
。
最
初
の
お
遍

路
さ
ん
は
松
山
の
長
者
、
衛

門
三
郎
で
あ
る
。
彼
は
弘
法

大
師
に
過
ち
の
許
し
を
請
う

た
め
に
白
装
束
を
着
て
四
国

を
20
周
し
た
。
８
年
後
、
弘

法
大
師
に
会
う
こ
と
が
叶
っ

た
と
き
、
衛
門
三
郎
は
弘
法

大
師
の
前
で
息
を
引
き
取

る
。
衛
門
三
郎
の
改
心
を
認

め
た
弘
法
大
師
は
彼
の
願
い

を
聞
き
入
れ
、
伊
予
の
領
主

の
嫡
男
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

る
。
そ
の
印
と
し
て
生
ま
れ

た
赤
子
は
右
手
に
石
を
握
っ

て
い
た
と
い
う
。
51
番
石
手

寺
は
松
山
に
あ
り
、
こ
の
石

を
祭
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
ハ
ン
セ
ン

病
な
ど
に
か
か
っ
た
人
も
病

気
平
癒
と
接
待
を
求
め
て
お

遍
路
を
さ
ま
よ
っ
た
。
こ
の

頃
、
真
念
が『

四
国
遍
路
道

指
南』

と
い
う
ガ
イ
ド
本
を

記
し
、
お
遍
路
は
修
行
僧
や

修
験
者
、
病
人
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
現

代
で
は
交
通
機
関
の
発
達
に

伴
い
、
再
び
多
く
の
人
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成

の
世
の
お
遍
路
旅
は
荒
修
行

で
は
な
い
が
、
人
間
一
人
の

無
力
さ
、
自
分
が
知
人
、
見

ず
知
ら
ず
の
人
を
含
め
、
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
感
謝
の
心
を
再
確
認

さ
せ
て
く
れ
る
。
私
自
身
も

巡
礼
中
は
地
元
の
人
か
ら
飲

み
物
、
食
事
を
は
じ
め
本
当

に
よ
く
し
て
頂
い
た
。
特
に

自
転
車
の
タ
イ
ヤ
が
裂
け
、

途
方
に
暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ

を
直
し
て
頂
い
た
こ
と
は
一

番
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

あ
る
。

さ
て
、
９
月
も
後
半
と
な

る
と
涼
し
く
な
る
。
お
遍
路

の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
あ

る
。
石
手
寺
ま
で
し
か
回
れ

て
い
な
い
私
も
こ
の
１
年
の

垢
を
落
と
し
つ
つ
、
少
し
回

る
予
定
で
あ
る
。
さ
ぁ
、
貴

君
も
お
大
師
様
に
呼
ば
れ
つ

つ
、
四
国
の
秋
の
味
覚
を
堪

能
し
て
み
て
は
？

(

松
崎
陽
平

児
77
回)
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の
分
野
で

成
果
を
挙
げ
る
２
人
の
研
究
者
に

田た

中な
か

啓け
い

二じ

博
士

財
団
法
人
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

所
長
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Philip A. Beachy博士
フィリップ Ａ. ビーチィ

スタンフォード大学教授

ハワード･ヒューズ･メディカル･

インスティテュート研究員

災
害
医
療
援
助持

丸

文
雄(

産
婦
52
回)

平
塚
市
民
病
院
副
病
院
長

川村先生とともに

平
成
23
年
９
月
よ
り

慶
應
病
院
神
経
内
科
に

は
り
治
療
外
来
開
設
！

外
来
に
て
施
術
中
の
鳥
海
春
樹
は
り
師

篠
崎

英
夫
君(

48
回)

日
本
公
衆
衛
生
協
会

理
事
長
に
就
任

慶
應
義
塾
大
学

月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
閉
院
に
つ
い
て

戸
山

芳
昭(

整
54
回)

慶
應
義
塾

常
任
理
事

月
が
瀬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
外
観

平
成
23
年
５
月
27
日
の｢

病
院
承
継
に
関
す
る
基
本
合
意
書

調
印
式｣

に
お
け
る
清
家
塾
長
と
切
東
氏

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国
の
著
名
な
研
究
者
お

よ
び
研
究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
中
か

ら
、
学
内
外
の
約
80
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な

審
査
を
経
て
、
受
賞
者
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

受
賞
者
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ
び
賞
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。
本
年
は
12
月
６
日(

火)

に
北
里
記

念
医
学
図
書
館
２
階
北
里
講
堂
に
て
授
賞
式
お
よ

び
受
賞
記
念
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
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